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新年、明けましておめでとうございます。
いつも、三河港湾事務所 広報誌「Mini-WAN」をご覧いただきありがとうございます。
本年も変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げます。

昨年を振り返ると、元旦に発生した能登半島地震により、北陸地方の広範囲で地震・津波による大きな被害が発生し、
多くの方が被災しました。被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

国土交通省では発災翌日から、緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）を派遣し速やかに被災地の復旧活動を開始すると
共に、港湾においても能登半島地域港湾の権限代行による、緊急物資の早期輸送や被災岸壁の復旧支援などに取り組
んでまいりました。引き続き早期の復興に向け取組みを進めて参ります。

太平洋側においても南海トラフ巨大地震の発生が危惧されておりますので、日頃より防災意識を強く持って業務を進
めながら、本年が災害のない平穏な年になるよう祈念し、新年のご挨拶とさせて頂きます。

令和７年 元旦
国土交通省中部地方整備局 三河港湾事務所

ミニワンスタッフ一同

①クリック
（データライブラリ）

②クリック
（三河港の潮位表）

潮位表には、三河港における満潮と干潮の時刻、潮位
等を掲載しております。
釣りや潮干狩りなどのレジャーにもご活用ください。

https://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/lib/choui/index.html

発災後の現地調査 被災した岸壁の応急復旧 応急復旧後、支援物資の輸送

国土交通省の支援状況（港湾関係）
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに  よくなれ   みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

建設技術フェアが11月28日（木）と29日（金）、名古屋市港区金城ふ頭に
あるポートメッセなごやで２日間に渡り開催されました。コンセプトは「新た
なキュン 感じませんか ♯建技フェア」で369団体が出展しました。

中部地方整備局からは港湾空港部も出展し、パネル展示や「自然とくらし
をまもる港湾の取り組み」について説明しました。

建設関係者や、土木系の学生が足を止めて話を聞いてくれました。

・災害発生後の救援物資の受入に使用する岸壁の使用可否判断を支援する
システム（施設診断システム）
・TEC-FORCEや港湾空港部が所有する船舶が各被災地で行った活動
・ブルーカーボンの推進の取り組みや技術開発

キュン♡なときめきを求め訪れた来場者は、２日間でなんと
18,281名！！と大変な賑わいでした。

国交省の所有する災害対策車両（照明車、待機支援車）の展
示も行われていましたよ。

「学生交流ひろば」では、企画部と港湾空港部が合同で出展をしました。
SNS（インスタ・メッセージ）風に職場の雰囲気や福利厚生を紹介したパネルを用
意し、キュン・エモを感じた部分にシールを貼ってもらう参加型の展示をしました。
２日間で100名を超える学生が職場の様子に興味を持って耳を傾けてくれました。

中部地方整備局が将来、就職先の候補の一つとなり、一緒に働けたら嬉しいです。

トヨタ紡織スポーツフェスティバル2024（11月24日（日）、蒲郡市
大塚海浜緑地開催）にて、同社が開発中の「FCアシスト自転車」の試乗
会がありましたので、蒲郡市の職員さんと一緒に参加させていただきまし
た。

この自転車は、水素と酸素を化学反応させて電気をつくる（※）燃料電池
を搭載し、移動をアシストするもので、１本の水素タンクで30～50㎞ア
シスト走行が可能とのことです。

また、アシスト速度は法律を遵守し、24㎞/hでアシストが切れる仕組
みになっており、安全性も担保されています。ちなみに水素燃料ですので
CO₂の排出もなく、環境にも人にもやさしい自転車です。

自転車の重量は、アシスト機能のない自転車よりも重いのですが、走行
してみると重さは全く感じられず、アシスト力によって楽々と進みます。
担当者によると試験走行では、峠越えも楽々できたとのことです。

現在は開発途中で信頼性評価などもこれからとのことですが、将来の活
躍が楽しみに思います。

（※ 燃料電池は英語名称で“FC”と呼び“Fuel Cell”の略）

展示車（目指す型式）

試乗車（スポーツタイプ） 試乗車（シティサイクルタイプ）
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